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　Abstract: Red pelitic beds occur in the Cretaceous and Tertiary of Kyushu and Shikoku.
The constituent minerals of the red mudrocks have been examined by χ-ray powder method
and polarizing microscopy. The mudrocks are composed mainly of quartz, feldspar, clay
minerals and hematite. IUite, interstratified illite/smectite, chlorite, interstratified chlorite
/vermiculite and interstratified chlorite/smectite have been identified as the constituent
clay minerals. Red to purple colors are due to the presence of hematite and amorphous fer-
ric oxide or hydroxide occupying the matrix between detrital grains of other minerals. The
mudrock sample from the Tertiary Akasaki Formation is rich in chlorite mineral, hematite
and epidote, and may be regarded as the sediment of igneous origin.
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はじめに
　中九州や北九州の西南日木内帯の白亜系～古第三系には，赤紫色の泥質堆積岩が広く分布し，九
州の赤色盆地として知られている（田代, 1986).また，赤紫色泥岩は，四国および九州の西南日本
外帯の下部～中部白亜系にも分布し，堆積場所や形成過程など興味深い問題を抱えている．このた
び，これら赤色層の層序についてまとめ，赤紫色泥岩７試料（天草～熊本地域５試料，北九州地域
１試料，四国秩父帯１試料）の構成鉱物について，Ｘ線回折と偏光顕微鏡による検討を行ったト概
要を記述し，若干の考察を行いたい．
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赤色層の分布と層序
　西南日本には,白亜紀初期（オー
テリビアン）から古第三紀初期
（始新世中期）にかけて，特徴的
な赤紫色を呈する泥質岩が，九州
を中心に広く分布する(Fig. 1).
これら赤色層は，海退期や地層堆
積初期に出現するため，一般的に
は陸成層と考えられている．その
分布は，鹿児島県西部の甑島（古
第三系上甑島層群）から熊本県天
草諸島（白亜系御所浦・姫浦層群，
古第三系弼勒層群），熊本市近辺
（白亜系熊木層群）とその東部
（白亜系御船層群）および南部
（［ご1亜系雁回山層，御船層群］に
わたり，その東方延長部は熊本・
大分・宮崎県境（白亜系先外和泉
層群）を経て，大分県竹田，三重，
佩楯地域（白亜系物部川，先外和
泉.大野川層群）に至り，豊後水
道に没する（白亜系物部川層群）．
更に北方延長部には，熊本北部
から福岡県大牟田・朝倉地域（古
第三系弼勒層群）にわたる下部白
亜系から古第三系におよぶ“九州
赤色盆地”がある．また，北九州
市周辺から一部は関門海峡を経て
中国地方西端部におよぶ下部白亜
系赤紫色泥質岩（関門層群）は，
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Fig. 1　Stratigraphic correlation of red beds
その周辺の地層から非海生大型化石が産出するため，古くから多くの研究者によって生層序学的研
究が進められ,朝鮮半島南端部に分布し赤紫色泥質岩を含む慶承層群との層序的対比もなされてき
た（松本ほか, 1962).しかし，その全容はよく判っていない．白臣紀初期の赤紫色泥質岩は，四国
東部を除く四国秩父帯白亜系物部川層群の基底部に転出現に領石層と呼ばれている．
　これらの赤紫色泥質岩を西南日本の地質帯区分で見直せば,領家帯には下部白亜系から古第三系
におよぶほとんどの地層群（先外和泉層群，御所浦層群，御船層群，姫浦層群，田野層群，大野川
層群，顛勒層群）に出現し，三郡帯では，北九州下部白亜系（関門層群）が分布し，甑島や天草下
島の古第三系（上甑島層群：顛勒層群）も恐らく三郡帯に位置している．秩父帯中・北帯では，下
部白亜系（物部川層群）の一時期（オーテリビアン～バレミアン）に四国中東部以西から九州八
代地域まで分布する．三宝山帯，飛騨帯，四万十帯には分布しないi領家帯には白亜紀初期の鳥巣
層群類似の地層が知られているが,赤紫色泥質岩の出現は，宮古海進後のアルビアン後期からであ
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り，サントニアンの浦河海進，始新世の天草海進を示す地層の初期（基底部）や，アルビアン後期
～チュロニアンの海退期の非海成相（湖沼・デルタ堆積相）中に頻繁に発達している．秩父帯の
赤紫色泥質岩層は，物部川層群基底部の白亜紀初期領石層およびその相当層に限られるが，高知県
西部の梼原地域では，領石層の上位にある日比原層の基底部にも例外的に僅かに存在し，当地域の
領石層赤紫色泥質岩の厚さは200m以上におよぶ．三郡帯の関門層群は，全体が陸成相および湖沼
成相から構成され，全層準に赤紫色泥質岩が出現する．その地質時代は産出化石から白亜紀初期か
らアルビアンまで確認されるが，その上位に厚く重なる地層の層序についてはほとんど判っていな
い．甑島や天草下島の古第三紀層基底部の赤崎相当層は，見かけ上三郡帯に分布するが，領家帯の
古第三紀層と連続するものであり，西南日本の構造帯区分で論じることはできない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　赤紫色泥岩の構成鉱物
　【試料】
　今回調べた赤紫色泥質岩試料は，Ａ～Ｇの７地点から採集七た(Fig. 2).各試料の産地とその地
質時代や地質学的背景を簡単に記述する(Table 1）.
Ａ）高知県南国市八京：物部川層群領石層下部層（オーテリビアン，秩父帯北帯？）赤紫色泥岩
　　西南日本外帯の秩父帯中帯～北帯に分布する下部白亜系物部川層群領石層の模式地．試料は，
　領石層の基底部から層厚約50m上位の地点で採集した．領石層は，秩父帯北帯？のオフィオライ
　ト相の暗灰色頁岩，赤色頁岩，層状チャート層の交互層の上に不整合で接する．　　‥
Ｂ）福岡県鞍手郡宮田町平石：関門層群脇野亜層群如来田層（バレミアン～アプチアン？，三郡帯）
　紫色スレート質泥岩
Fig. 2　Location of mudrock samples
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Table 1　Mudrock samples examined.
Sample Locality Description
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Yakyo, Nankoku-shi,
　Kochi Prefecture
Miyata-machi, Kurate-gun
　Fukuoka Prefecture
Goshonoura-machi, Amakusa-gun
　Kumamoto　Prefecture
Kosa-maohi, Kamimashiki-gun,
　Kumamoto　Prefecture
Tomiai-machi, Shimomashiki-gun,
　Kumamoto　Prefecture
Matsushima-machi, Amakusa-gun,
　Kumamoto　Prefecture
Kawaura-machi, Amakusa-gun,
　Kumamoto　Prefecture
Ryoseki formation, Monobegawa group
Hauterivian
reddish purple mudstone
Nyoraida formation, Kanmon group
Barremian-Aptian ？
purple mudstone possessing a slaty cleavage
in formation, Goshonoura group
Cenomanian
reddish purple mudstone
Basal formation, Mifune group
Cenomanian
reddish purple daystone
Gankaizan formation, Kumamoto group
Santonian
reddish brown mudstone
Akasaki formation, Miroku group
Eocene
purple mudstone
Co-Akasaki formation, Miroku group
Eocene
reddish purple mudstone
　　試料は北九州の下部白亜系関門層群を構成する赤紫色泥質岩で，硯石として知られている．下
　位には，汽水生貝化石を含む下部白亜系豊西層群（吉母層群）があ机更に下位には不整合関係
　でジュラ系豊浦層群がある，関門層群と豊西層群との関係は不整合とされているか，一部には同
　時異相が存在するとの考えもある．
Ｃ）熊本県天草郡御所浦町高松：御所浦層群ｍ層（セノマニアン前期，領家帯）赤紫色泥岩
　　御所浦層群は主に熊本県天草郡御所浦島と鹿児島県獅子島に分布七，御船層群と共に，中九州
　赤色盆地の代表的な地層である．赤紫色シルト岩は，御所浦層群の下部から上部（工層～Ⅳ層）
　まで幾層も繰り返し出現する．御所浦層群の下位は花尚岩質岩石（肥後変成岩類，古領家）と断
　層関係で境されているが,御所浦層群の堆積当時はその花尚岩質岩石の上に不整合関係にあった
　と推定される．
Ｄ）熊本県上益城郡甲佐町白旗：御船層群基底層（セノマニアン中期，領家帯）赤紫色粘土岩
　　白旗付近では，御船層群の基底は古生代の水越層に重なると思われる，またレ御船層群の分布
　域の南には，間ノ谷変成岩が広く分布し，御船層群基底部とは断層関係にある．御船層群がこの
　変成岩を覆う関係にあるという説もあるが，詳細は明らかでない．御船層群下層は，御船～白旗
地域ではほとんど赤紫色泥岩と赤紫色泥岩を基質にした傑岩の交互層で構成さ1れているL
E）熊本県下益城郡富合町木原：熊本層群雁回山層中部層（サントニアン，領家帯）赤茶色泥岩
　　雁回山層は，上部白亜系姫浦層群下部亜層群の基底部（樋之島層下部層）に対比される地層で
　ありょ試料採集地の雁回米原由は，赤紫色シルト岩とそれを基質にした裸岩が繰り返す地層から
　なり，青灰色砂岩層が中腹に稀に挟まれている．この砂岩層からイノセラムス（ｌｎｏｃｅｒａｍｕｓ
卵）が産出した（田村・田代, 1966).試料は，この砂岩層の真上で採集された．
Ｆ）熊本県天草郡松島町合津：弼勒層群赤崎層（始新統?①領家帯）紫色泥岩
　　赤崎層は，九州古第三系の基底とされる．この地点では，赤崎層の層厚は約70mであり，下位
　には不整合で姫浦層群下部亜層群樋之島層上部層が露出する．
Ｇ）熊本県天草郡河浦町赤木川上流：顛勒層群赤崎相当層＼（始新統中部，三郡帯）赤紫色泥岩
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　　天草下島古第三系の赤紫色岩を含む地層は，貨幣石を産する砂岩層（福運木層：白岳砂岩相当
　層）の直下にあり（田代・大塚, 1978),赤紫色泥岩ど薄い基底牒岩から構成される厚さ20m程
　度の地層でﾄ赤崎相当層として･,天草上島地域の赤崎層に対比される．木層は，天草下島牛深市
　久玉付近にも分布し，白亜系姫浦層群上部亜層群Ｕ一Ⅳ層下部層牛Ｕ-Ⅳｃ：暁新統）に不整合で
　重なづている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
∧【実験方法】　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　犬
　上述の白亜紀～古第三紀赤色泥質岩７試料について，Ｘ線粉末法による構成鉱物の同定と，薄片
による顕微鏡観察を行った．また，粘土鉱物の種類を調べるため，岩石を粗砕分散後，沈降法によ
り2μｍ以下の粘土分を採取し，Ｘ線回折実験を行った．特に，混合層鉱物を同定したり，複雑な混
合物中の粘土鉱物を識別同定するため，エチレングリコールおよびグリセロール処理，１規定の酢
酸塩溶液によるMgイオン飽和およびＫイオン飽和処理，加熱処理などにより√=Ｘ線底面丿反射の変
化を調べた(MacEwaかand Wilson, 1980；白水, 1988).　　　　　　　　　‥‥‥　‥‥
【結果】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　十
　赤紫色泥岩は，偏光顕微鏡下では，シルトサイズの石英と長石，粘土鉱物などの砕屑鉱物粒子を
埋めて，微粒の赤鉄鉱および非晶質鉄酸化物ないし水酸化物が多く存在すi, (Fig. 3-1, 2).御船
層群の泥質岩（試料D, Fig. 3-3)は，他の泥岩試料に比べて非常に細粒の堆積物である．冷崎層
の泥岩（試料F, Fig. 3-1)は，砕屑鉱物として，石英と長石の他に緑泥石類,＼縁簾石レ緑泥石化
した鉱物，方解石を含む．　　丿　　　　　　　　　　　　　　　　　っ　　　　犬
０ 0.2 mm
　→
Fig. 3， Photomicrographs of red mudrocksに1 : Akasaki formation (sample Ｆ）.
　2 tGankaizan formation (sample E). 3 : Mifune group (sample Ｄ）.
　赤紫色泥岩のＸ線粉末パターンをFig. 4に示す．また，泥岩７試料について，Ｘ線粉末法により
鉱物組成を調べた結果をTable 2に示す．赤紫色泥岩は主として石英に長石，粘土鉱物および赤鉄鉱か
ら成り，炭酸塩鉱物を少量含む場合もある．赤鉄鉱は，特に赤崎層の泥岩試料Ｆに多く含まれているト
　次に粘土鉱物について記述するL泥岩試料から沈降法により分別した２μｍ以下の粘土分の定
方位Ｘ線粉末パターンをFig. 5に示す．本研究では，堆積岩中に含まれる雲母質粘土鉱物（２八面
体雲母～雲母／スメクダイト混合層鉱物）について，風乾状態で10.0～10.1ÅにＸ線底面反射を示
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し，少量しかスメクタイト成分層ﾄを含まないもTのをイ△ライ………卜と]し,………10.5-12Åｲ寸近に底面反射を示
し，かなりの量のスメクタイト成分層を含紅ものをイノケイ下ノスメ＼ク……タイト混合層鉱物と七だﾑﾉ関
門層群の紫色スレート質泥岩[試料Ｂ，…………:……………………=･.]……………………………∧…………i…………
Fig. 5･1)は，イライトと緑泥石を多量に
含み，微量のスメクタイトも含むレイライ
トの底面反射はシャープで，ピークの副直
はエチレングリコール処理によりほとんど
変化しなへ混合層でない2/八面体雲母に
近い．緑泥石の底面反射もシャープで，典
型的なFeMg緑泥石の回折パタＴンを示
す．御船層群の赤紫色泥岩を構成する主要
な粘土鉱物（試料D, Fig. 5-2)は，イア
イトとイラ千卜／スメクタイト混合層鉱物
でありト緑泥石も少量含まれる．イライト
／スメクタイト混合層鉱物は，エチレング
リコ十ル処理後の回折パタニンより（渡辺，
1981),スメクタイト成分層が25～30％と
推定される. Fig. 5には回折パターンを示
していないが，赤崎相当層の赤紫色泥岩
（試料Ｇ①も緑泥石，イラノイト，イライト‥
／スメノクタイト混合層鉱物を含む(Table
2）ト雁回出層の赤茶色泥岩（試料Ｅ; Ｆ毎ﾌﾟ
5-3トは,ト緑泥石／バーミキュライト混合
層鉱物とイライトを多く含みレ千ライト∠
スメクダ千ト混合層鉱物も少量含んでいる
よケであるレ緑泥石／バー¬ミキュライト混
合層鉱物は,=風乾状態（ＵＴ）で14.4Aの
強い反射と30Åの長周期反射および高次の
反射を示すレエチレングリコニル処理
（ＥＧ）により回折プロフィルが変化するが，
Mgイオン飽和(Mg)により底面反射は
１
２
○
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鋭くなり，更にグリセロール処理(Gly)ﾆを行って心副直μ=わずかﾚしが変:化/しないし(Fig.･5-5)レ従っ
　　　　　　■　　・　・　　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　■■■　■■■■　　■■■■■　■■■■■　■■　　■･　・　W■
て，膨張層はスメク‥ﾀｲヶ卜層ではなくバーミキ丘デイ下層＼（約面％①ﾚで1あﾀﾞるｿ……万物･音m層群の赤紫色
泥岩づ試料Ａ）も，緑泥石∠バーミキュライト混合層鉱物を含むが√薬丿品処理によ年回折線の位置
が変化jしない相べ緑泥石）も少量含む(Table 2).し赤･･i･を層の率紫色ﾚ泥岩几試料F√F塘丿5:-4)を構
成する粘土鉱物は，大部分が緑泥石類であるが，純粋の緑泥石j･
ングリコプル処理(EG)およびグサセ白－ル処理に＼よｹﾞり☆皿/
飽和物は各底面反射のdj値が僅かにO:.01Å程度減少する☆班會イﾚオﾉﾈ
Å反射が強いレエチ･レ
度側同やや広がり＼レＫ
二よﾚりく底面反射は鋭くな
るが，Mg飽和後にグリセロＪル処理を行ったものはﾌﾟ伴ig.5-り), Mはし飽和処理重行ﾚわない場合と
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同様の回折パターンを示した．緑泥石の他に，緑泥石／スメクタイト混合層鉱物が含まれている．
偏光顕微鏡下でも，数種の緑泥石類が存在しているのが確認できる．御所浦層群の赤紫色泥岩（試
料Ｃ）も緑泥石，イライト，イライト／スメクタイト混合層鉱物を含み，試料Ｆと同様に緑泥石／
スメグタイト混合層鉱物を少量含んでいる．
考　　察
　今回調べた赤色～紫色の泥質岩試料には全て微粒の赤鉄鉱が含まれており，赤色の原因になって
いると考えられる．Ｘ線回折では検出されないが，非晶質含水酸化第二鉄も多く含まれているよう
である．赤鉄鉱は，砕屑性の非晶質含水酸化第二鉄や含鉄鉱物から，続成作用により生成したと推
定される．これら赤色泥質岩層の特徴として，非常に鉄に富んだ堆積物であったことがあげられる．
　泥質岩を構成する粘土鉱物の種類は，試料によりかなり異なる．粘土鉱物には，堆積後に続成作
用によって新たに生成した鉱物もあるであろうが,大部分は砕屑鉱物または砕屑鉱物が部分的に変
質したものであると考えられる．イライトとイライト／スメクタイト混合層鉱物を両方含む泥岩試
料では，イライトが他性鉱物で，イライト／スメクタイト混合層鉱物が自生鉱物である可能性も高
い．緑泥石／バーミキュライト混合層鉱物は，陸地での風化作用または堆積後の水底風化～続成作
用により，緑泥石から変質したものであると考えられる．
　Ａ～Ｇの赤紫色泥質岩試料は，地質古生物学的に陸～湖沼性の堆積物と考えられている．構成鉱
物の種類や量比は，供給源地の地質や供給地から堆積盆地に至る堆積作用の過程を反映すると推定
されるが,今回，赤色層の粘土鉱物組成から，供給源地や堆積環境に関して推定できるような明瞭
な結果は見出せなかった．敢えて言えば,御船層群の泥岩（試料Ｄ㈲は，他の赤色泥岩試料に比べ
て，堆積物として著しく細粒であり，その結果，砕屑物として，緑泥石類に乏しく，イライト／ス
メクタイト混合層鉱物が多くなったのかもしれない．また，Ｘ線回折により赤鉄鉱が最も多く検出
される赤崎層の泥岩（試料Ｆ）は，砕屑鉱物として，石英や長石と共に緑泥石類と緑簾石に富み，
雲母質粘土鉱物をほとんど含んでいない．この堆積物は，塩基性火成活動に伴う熱水変質物である
かもしれない．
　謝辞:本研究を行うにあたり，高知大学学生の吉田要さんに岩石薄片を作製していただいた．記
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